
  

平均気温と日照時間によるもも「あかつき」の収穫盛期予測 
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平均気温等の気象データを用い、もも「あかつき」」の収穫盛期の予測について検討を行った。 

1.生育期間中の平均気温、最高気温及び日照時間は、成熟日数との相関が高く、モモの成熟の早晩に影響

を及ぼすものと考えられた。これに対して降水量の多少は、ももの成熟に影響が少ないものと考えられ

た。 

2.平均気温及び日照時間と成熟日数との重回帰分析の結果、満開後 30 日の時点で高い相関が認められた。

満開後 30 日間の積算平均気温及び日照時間を用いた予測式は次のとおりである。 

  Y=-0.0661X1-0.0883X2+148.751(R=0.915）   

    （X1=満開後 30 日間の平均気温の積算値、X2:満開後 30 日間の日照時間の積算値、Y=成熟日

数） 

3.予測式の適合性を実測値と比較し、検定した結果、最大で 3.2 日、平均で 1.5 日の誤差を生じるが、満

開後 30 日の早い時点で収穫盛期日の予測が可能であると考えられた。 
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